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顔色1く良で体 仁欠如.視力は回復過程にあり,視野障害

は左か･.,た.LTr 上1)年前にはなか---,た円形J)腫癌を脳

交叉を軽度挙._l二L dumbellshapeを示した.内/'I泌学

的には汎 fr重体繊維低 卜であ--､たが.TSH だけはやや

高値を示L.ト円犬腺自己抗体が陽性で T30.5,fT4O.2

以下であ--,た∴下垂体抗体は陰性であ･･-,た.手術により

組織学的に r)ンパ球性下垂体炎と確定 した.浸潤 りンべ

球は T eell偉位であ一.,た.

Ⅱ. 特 別 講 演

｢副腎皮質疾患 の臨床病理｣

東北大学医学部病理学第二講鮭

笹 野 公 仲 先生

第7回新潟 由己造血幹細 胞 移 植 研 究 会

日 時 平成8年IF]26卜l(金1

牛後6時､午後8時3()分

会 場 新潟大学医学部

有千記念館2ド

I. 一 般 演 題

1ト末梢血幹細胞採取iこおけ る SSC･-FL 法 を

用いた CD3Jl陽性細胞率測定 の意義

悪賢 憲∈ 金高桑 好- 漸 潟大学産婦大輔

【背景】7口-サ ヤトメトlトーiこよる CD34陽性細胞

率測定は.末櫓血幹細胞 (PBSC)採取時期の決定や採

取量の評価に用いLL:,れているが.従来のヒ-くトゲラム法

では,時に異常高値を示 し信頼性が低い.【目的】よ;)

信頼性の高い SSC-FLLsidescatter-nuorescence)汰

によt)CI)34陽性細胞率を測定 し,CFt十一GM 数と相

関関係に-1いて検討 した.

【方法】Cl)34陽性細胞測定は,人権-′'､リセ†に外注

した.PBSCは大腿静脈より､ASIO4iこて採取 した.

処理血液農は ∠l.8･-7.2L とした.【結果】CD34陽性

細胞率と CFU{.M 数との間には正の相関を認めた.
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細胞率>0.4.90.pliSC CI~)3Ll陽性細胞数>2ゝこ1()7C71

:拝)-､た.

2)当院をこおける末嫡 血幹細胞の採取と保存

一採取時cT)管理 (こ一~)いて-

∴∴ ∴ ' - .1･∴ t ‥ ､

効果的な PBSCT を嚢施するため,幹細胞動農法と

採取のタイミソダ,幹細胞 (CD3射 測定の簡便化,im

＼riヽ･Oおよび exvil,opurging.MRD の検出など検討

中であるが,今回,PBSCT のためのアブェレ-シスの

管理と安全性,および幹細胞採取をこ及ぼすアブェレ-シ

ス (処理血液量とその速度)の影響について若干検討 し

た.

血液疾患 11例 (AWL:1)例.ALL:1例.MM :1

幹細胞C1)動釦 よ全て eytotoxieG-CSfTで誘導 し,採取

時の白血球数は 1̀.6αト20.7(X)lElで､亀甲血液最は ･p:1,;rW

法と MC法 上ヾ り'Iこい て測定 した.Cr)ニ主上1(大塚一一i●･.I

purgillg(熱処理1を行い.-80℃に凍結 ･保存 した.

アブェレ-シス中,発熱,血圧低下などの異常は認め

在か一･,たが,1例で十分な血流が得141れず,4.50Oml処

理で中止 した.rJ'ー7_-LL一一ニスの際.血流速度一定 し50

いほど (30-35mi/min)幹細胞の密度が高いことがわ

かった.

CS3000をこよるアブェレ-シスは安全であるが,幹細

胞を効率よく採取するためをこぼ,アブェレ-シスの時間

と血流速度が重要と考えられた.

3)末櫓血幹細胞移植後,溶血性尿毒症症候群

を併発した再 発性悪性 リン,(腫 L')1例

∴:∴ 与:･■.･. ●1 .∴ ∴ .. I.

症例は9才男児.1993年 3月腹痛にて発症.諾検査

より前縦隔,腹部に腫噂を認め,両側胸水もふた.腹部

腫噛生検後 NHL,diffuselar･ge,表面--IHカ-検索で
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成熟B細胞性.StこIgL,m 上診断. /1円3f-二】よりI卜児癌

Fllm病研究 ブIL一･-fNHIJ89Oにて導入療法を開始 し.

51:1211-1完全宵解しLjL-ら.以後強化 維持療法を施行し

199L.1年6i-I5卜痛7-境を終了した.

にて再度導入療法を施行 11_[311[_I2回uJ〕寛解に至る.

そLT)後同様L')化学療法を行い1995年 1f‖こ末梢血幹細

胞を採取.1995年51~]17uiこ末梢血幹細胞移植を行-.,

た.前処置は MCVAC (MCNU,＼･･1)-16,AraC,CPh′･1)

を選択.CFLトもM で 5.OX105kgLTl幹細胞を輸注.

移怖後L')経過は良好で発熱は 1uC7).Lで,和粒球 5OO:

ullll上は day+12.血′ト板5Jjul以 上は day十lL:1で

day+19で退院 した. しかし day+3O頃より網状赤血

球の著増,血小板減少.u)H の上昇を認め.day+38頃

より蛋白尿,微小血尿が出現 し溶血性尿毒症症候群上診

断.d恥,+5O よ･L)prednisolone.FFPを投Ej-.1'Jt後

貧血の改善と血小板の増加を認め,尿所見も消衆 したが

軽度の血清クレアチニソの高値が残存 している.

･1)進行乳癌に対する PI3S(二T 併用大量イヒ′羊

噂江の 1例
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【背景】1965年よ･-)1993年までL')当村における乳癌

手術症例518例L:I)うち組織学的にりンべ節転移が10個以

上認められたものは58例ありその10年額再発生存率は26

%であった,近年,このような症例の予後を改善するた

めに自家骨髄移植を餅周 した大量化学療法が試みられて

いる.今回我々は15個の りンバ節に転移を認めた原発性

字LJ翫 …例に対し術後に末櫓血幹細胞移植 (PeIIphera1131(≠1d

Stem CellTransplantation;PBSCT)を併坪3した大

農化学療法を施行したLT)で報苦する.【症例】43歳女性､

定型的乳房切除術が施行された.組織型は solid l u bular

earcinoma,ly(十㌦ I,し十㌦ 組織学的 りンぺ節転移

は 15月アに陽性で予後は不良と考えられた.患者と家族

かl､-)informedconsentを得た嵐 CAF噂法 (cyclo-

phosphami(le:500mgm2.adriamycin:40mg.'mll.

5FU:500mg:tn21で inductionを行い GでSFを併

用 して朱輸血幹細胞を採取 した.さ1､〕iこCAF療法を

的血幹細胞L:')採取を行--_,た.1995年6r]7ト1人巌化学

療法をト拍fJに当村入院.腸内滅菌･気道内滅菌を行･pつた

後 eyclophosph;ullidp1,(ll)mgT<3(dill,5-:-L二i.-1)工

thi(ナtePこ11(A)mgX二日dこ11,S --:i.-3.11'上 Epimbicill

120Ing(dこ1r-小 の re･gim(､n て consolidこlliontll亡､raP〉･,

を/(ト､L dayOに末梢血幹細胞 LCFU｣二M-5×1O･l:

kg)を日豪移植 し翌日よ;)CICSIT:250.'Lgd(lyCJ)投

客を行った◆骨髄抑制からの回復は速やかで白血球数は

day,10に 1.000mm3 を超え.血小板数は day2Oに

loxlollmn13を敵 ･とた (濃厚血小板液10嘩-f;.i':円補給1.

いては,JC()G toxicityeriteriaで grage2までの食

欲不振 や曝気 書曝畦と脱毛がみられた,また口唇 甘苦の

不随意運動 もみられたがこ捌 まmetoclopramideの副

作周も否定できなかった.day35に退院 し現在外来通

院中であるが再発の兆駿はみられない.

Eまとめ】高度の リソバ節転移を審 した乳癌症例に対

法を行った.骨髄抑制からの回復は順調で,その髄の副

作用も対症的をこ寛服できた.術後補助療法があるためこ

の治療の効果はすくやをこぼ判窪できないが争乳癌は外科領

域で最も化学療法が轟効する癌であり症例を選んで今後

も精粗的に取 i')姐.11たい.

5日 ト細胞肺癌に対す る末梢【fri幹細胞移植併用

大慶化学療法の検討
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【臼的】小細胞肺癌 LSCl.C1症例を対象として,莱

稽血幹細胞採取 津BSCC)の標準的方法の確立,及び

末柄血幹細胞移植 tPBSCTl併用超大量化学療法の効

果を検討することを目的として.臨床試験を行-･〕た.

【方法】rS 良好な SCLC症例に対し.CI)r)P,AI)～;1,

VP-16iこよる導入化学療法後L･')rG-CSF併用~F造血

回復期に,PrLSCC を行い凍結 保存 した.題大量化学療

法として.CBl)CA A-:1OOmgm2.㌔:'p116400mg､n12x

4日間使用 し,終了後 pBSCT を行い,rG-CSFの持

続静注を併用した.

【結果と考察】el山･yされた El)7f札 Ll)5例では,

いずれも十分な Pf3SCC ができ.こIILまでに Ⅰ･:I)∠l例,

LLl2例に対し増大量化学療法を行い,PBSCr後の造


